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研究成果の概要（和文）：「復元学」の構築に向けて、その歴史的な背景を整理した。またこれまでに行われて
きた発掘調査に基づく復元の過程を調査し、それを明らかにした。これらの成果をまとめた出版物として、『古
建築を復元する－過去と現在の架け橋－』（吉川弘文館、2017年）を刊行した。ここでは、平城宮朱雀門・大極
殿院、四天王寺、登呂遺跡などの事例を取り上げている。

研究成果の概要（英文）：To construct "Reconstructionology", we surveyed the back ground of history. 
In addition to this, we investigated the case of reconstruction process based on excavation . Then I
 published "To reconstruct historical buildings -the bridge between the present and the past-" as 
one result of this project.

研究分野：日本建築史
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１．研究開始当初の背景 
過去に存在した建物の検討は、大内裏図考
証をはじめ、江戸時代から考証学という学問
分野のなかで存在し、寛政期の内裏復興など
に活用されてきた。近代に入ると、平安宮八
省院を８分の５で復元した平安神宮（伊東忠
太 1895）や登呂遺跡の復元考察、藤原豊成
殿の模型作製がおこなわれ（関野克 1934、
1936）、近代学問である建築学の一分野とし
て研究され、現在、平城宮大極殿の復元まで
続いている。 
一方、現代社会の中で復元建設が各地で行
われており、申請者自身は上部構造の復元と
いう観点を持ちつつ、発掘遺構と建築技術を
関連付ける考察を重ねてきた（海野 2006～
2013）。その結果、一部の復元建物は学術的
な検討過程が不明、もしくは不十分という実
態が明らかとなってきた。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は「復元学」の基盤構築であ
り、ここにいう「復元学」は２つに大別され
る。 
①儀式書・絵図・図面の分析による、平面を
中心とした復元 
②平城宮第一次大極殿など、建設を目的とし
た立体的検討を伴う復元 
①：近世以来の考証学とその活用を明らかと
し、復元学との異同を検討することで、復元
学の歴史的かつ学問的位置付けを試みる（目
的Ａ）。②：既存の復元根拠を学術的に整理
し、その分析と今後の復元建設事業の基礎資
料の作成を目指す（目的Ｂ）。①②を包括的
にとらえ、その融合により発掘遺構の理解の
促進と各自治体の発掘現場担当者への周知
を図る（目的Ｃ）。これらを通じて、復元事
業を発掘遺構の視覚化という単なる事業で
はなく、学問として復元学の基盤の構築を目
的とした。 
 
３．研究の方法 
目的Ａについては、海野の既往研究（海野
2006～2013）を下地として、建築学の加藤悠
希（協力者・当時竹中大工道具館）・満田さ
おり（協力者・宮内庁）とともに、平安宮の
考証学と寛政期内裏造営を再検討し、古代宮
殿の平面・空間・儀式の復元考察をおこなう。
また宮殿建築の現存事例（中国紫禁城）を現
地調査した。 
目的Ｂについては、建築学の海野と考古学
の青木敬・小田裕樹（ともに分担者・奈良文
化財研究所）が研究アシスタントを用いて発
掘遺構と復元整備・検討を対応させたデータ
ベースを作成し、「復元学」の基礎資料を整
備する。また復元整備事例について集落・社
寺・宮殿・官衙の３類型に絞り、現地調査し
た。 
目的Ｃ：学会発表などによる公表と発掘担当
者との直接交流により、研究成果を現場に還
元した。 

４．研究成果 
復元学の手法の開発  復元は前提条件に
よって、大きく結果が変わってくる。また同
じ前提条件であっても、何を重視するかによ
って、その過程にはさまざまな枝分かれがあ
る。それゆえ、これに基づいた復元のプロセ
スが求められる。まずは前提条件の整理（発
掘遺構・出土遺物）、発掘遺構の解釈、建物
の骨格の検討、細部の検討、復元原案の作成
という大きな流れが求められる（下図）。 

復元原案と復元実施案  実際に復元され
た建物については、東寺の形を学術的に考え
た復元原案と復元実施案を分けて考えるこ
とが必要である。 
復元建物を実際に建てるには現在の建築
基準法など、さまざまな制約をクリアしなく
てはならない。国宝・重要文化財などは、こ
の要件から除外されるが、復元建物にはこれ
が大きなハードルとなる。そのため、当時の
形を考えた「復元原案」と実際に建てられる
「実施案」には大きな違いが出てくるのであ
る。もちろん、第一次大極殿と朱雀門も例外
ではなく、両者ともに様々な構造的な工夫が
なされている。 
複数の復元案  これまでにも述べてきた
ように、復元は前提条件・考察過程により、
異なる多様な復元案が考えられる。現地に建
てられる場合、もちろん、このなかから一つ
に絞り込んで建てざるを得ない。そのため、
現地を訪れた人はその姿がかつて建ってい
たと受け取ってしまう可能性もある。それゆ
え、復元の過程で考えられた復元案を提示す
ることが必要である。その例として、平城宮
第一次大極殿院や出雲大社本殿の復元案が
あげられる。 
復元学の可能性  復元建物を現地に建て
る際に、さまざまな考察の過程を経ているこ
と、そして副次的に多くの学術的な成果が得
られていることは、前に述べたとおりである。
そこで、復元の学問としての可能性を述べて
おきたい。すなわち復元学の構築である。 
各地の遺跡で復元建物が完成してきたが、



これらを立ち止まり、振り返る作業は十分と
はいえない。登呂遺跡における関野克案に対
する批判や葛藤などは珍しい。そこで、一定
の批判的検討が可能となる素地ができた今、
学問として「復元学」という新たな道が開け
てきた。その対象は、もちろん、現代的な制
約によって、構造補強などを施された復元実
施案ではなく、当時の建造物を検討した復元
原案を対象とするべきである。 
復元学の課題として、復元手法の確立も社
会的に求められるものであろう。やはり一般
には復元過程を知る機会がほとんどないた
め、ブラックボックスのように思えてしまう
のである。そのためには①復元過程の明示、
②復元原案と実施案の区別、③復元整備にお
ける複数案の意義、④復元に対する批判的検
討、等が必要な項目としてあげられる。これ
らの課題の検討を経ることで、復元学の方法
論としての確立の足掛かりとなろう。 
近年、復元への関与を避け、復元に関する
考察という行為そのものに対して、批判的立
場がとられ、復元と学問の距離が離れている
ようにも感じられる。しかし日本建築史学の
開拓者である伊東忠太や南都古代建築史の
礎を築いた大岡實らの言葉を借りれば、 
「自ら実地に日本の建築を計画し設計し、
更に現実にそれを造り上げてみることが
必要である。」（岸田日出刀『建築学者伊東
忠太』乾元社一九四五年） 
「かなりの想像を加えても立体的に復原
して、具体的に眼に見える 形にすること
が、建築史の発展に必要」で、「次の研究
者が修正を加えて 進歩させていけばよ
い」とする（大岡實「鎌倉時代再建の東大
寺」『南都七大寺の研究』中央公論美術出
版一九六六年） 
といった考え方が日本建築史の研究の根底
にあろう。 
復元の将来  さて復元はもちろん、過去の
建物を考察することであるが、その将来につ
いても述べておきたい。実は、すぐそこまで、
新しい未来は来ているのである。復元にＣＧ
を活用する方法、すなわち、ＶＲ・ＡＲであ
る。 
ＶＲは Virtual Reality の略で、仮想現実
といわれるものである。ゴーグルなどをつけ
て、コンピューターによって作られた人工環
境・仮想空間を体感するものである。ＶＲの
環境さえあれば、どこでも利用できる。これ
に対して、ＡＲは Augmented Reality の略で、
拡張現実といわれるものである。現実の一部
を改変するもので、利用者の位置情報と対応
することで、遺跡の現地でスマホやタブレッ
トなどをかざすと、そこに、復元建物のＣＧ
が現れるといった利用が可能である。 
特にＡＲは遺跡の復元の将来を考えるう
えで、有用であろう。例えば、安土・桃山時
代に平安宮大極殿の地には聚楽第、難波宮の
上には大阪城が築かれている。そのため、両
者とも、価値の高い遺跡・遺構ではあるが、

同時に復元することはできず、選択に迫られ
る。もっと近接した時代でも、例えば、平城
宮では奈良時代の前半と後半で、両方の遺構
があるが、やはり一方しか、現地に復元する
ことはできない。ここで活躍するのがＡＲで
ある。たとえ、現地にある時期の復元建物が
建てられていたとしても、ＡＲを用いること
で、別の時期の様子を体感することができる
のである。また複数の復元案が提案されてい
る場合なども、有効な方法であると、将来的
な可能性が窺われた。 
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